
 

 

 

 

 

平成１９年度 

 

あおもりの川を愛する会総会 

         （案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時： 平成１９年５月１９日（土）14:00～ 

場所： 青森市男女共同参画プラザ アウガ 5階 

     AV 多機能ホール 

青森市新町１丁目 3-7 TEL.017-776-8800 

 

 



 

平成１９年度 あおもりの川を愛する会 

－ 総 会 次 第 － 

 

第１部 総 会 （１４：００～１５：００） 

 

１．開   会 

 

２．会長挨拶 

 

３．議   事 

議案１号  平成１８年度事業報告の承認に関する件 

議案２号  平成１８年度収支決算報告の承認に関する件 

議案３号  平成１９年度事業計画案の承認に関する件 

議案４号  平成１９年度収支予算案の承認に関する件 

 

４．サークル活動報告 

・堤川を愛する会（青森市） 

・親しめる川づくりサークル（弘前市） 

・ジョイリバーおいらせ（十和田市） 

・サークル「母なる川」（五所川原市） 

 

５．閉   会 

 

第２部 講演会 （１５：３０～１７：００） 

 

第３部 懇 親 会 （１７：３０～ ） 



議案 1号 

平成１８年度 事業報告 

自 平成 18 年  4 月 1 日 

至 平成 19 年 3 月 31 日 
１ 総 会 
会員が集合し、直接意見交換、討論する機会として、年に 1回実施する。 
平成 18年 5月 20日に平成 18年度総会を青森国際ホテルで開催した。 
同時に東京都より大木かつ惠氏をお招きし箏の演奏会を開催した。 
（98名） 
（参考） 
あおもりの川を愛する会 基本方針 
１．柔軟にものを考え、自由に発言できる個人会員が自発的に運営する。 
２．各人が川や水辺に関し興味を感じたことの議論を深め、会報、総会で意見

交換を行う。 
３．川の文化の発展に貢献できることを発信する。 

 
２ 実施した事業 
川の文化の発展に貢献するため、川の自然を見たり聞いたりする活動を実施した。 
１）大畑川源流探索 
平成 18年 6月 27日開催２年目となる源流探索活動ですが、今年度は昨年「許
可」の関係で建立できなかった標柱を、あらためて現地に行き建立して来まし

た。 
２）イワナが安心して産卵できる川づくり（財団法人河川環境管理財団 助成事業） 
平成１８年６月～平成１９年３月に（財）河川環境管理財団の河川整備基金助

成を受け「イワナが安心して産卵できる川づくり」という事業を、奥入瀬渓流

と合流する蔦川を対象に行いました。 
・平成 18年 8月 19日イワナ生息現地調査を行った。（8名） 
・イワナに関する勉強会 
青森県水産部長や浅虫水族館長などを歴任されました関野哲雄氏によるイワ

ナに関する勉強会を平成 18 年 9 月 2 日に奥入瀬渓流グランドホテルで開始
した。 （100名） 
・11月 7日イワナの産卵状況調査を行った。（7名） 
・平成 19 年 1 月 26 日に関係行政機関や団体などの担当者にお集まりを頂き、
これまでの活動の経緯を報告し活動の取り纏めや来年度の活動のあり方など

についてご意見交換会を開催した。（21名） 
３）蔦川の清掃活動 
平成 18 年 9 月 2 日に４回目の開催４年目となる蔦川の清掃活動ですが、今年
度は１２０名と過去最高の参加者でした。人数が多いため上下流２グループに

別れ清掃活動を行いました。参加者からは「毎年継続しているのでゴミが減っ

ている」という意見も多く聞かれました。 
４）河川文化講演会 
平成 18 年 10 月 20 日にアピオ青森おいて、講師（社）日本河川協会の近藤
徹（こんどうとおる）会長をお招きし、「治水哲学の転換期」という演題でご講

演会を開催した。（200名） 
 
 



５）サークル活動 
  

６）会報の発行 
平成１8年度 第 11号「わの川だより」を３月３１日に発行した。 

 
７）情報の発信 
インターネットホームページの内容向上、E－Mailの交換により、会員同士の
情報交換、一般の方々への情報発信を行い、川の文化の発展に寄与していく。 
（アドレス ： http://www.civil.hi-tech.ac.jp/~msasaki/wanokawa/） 



議案３号 

平成１９年度事業計画（案）  

自 平成 19 年  4 月 1 日 

至 平成 20 年 3 月 31 日 
 

１ 基本的活動方向 

１．柔軟にものを考え、自由に発言できる個人会員が自発的に運営する。 

２．各人が川や水辺に関し興味を感じたことの議論を深め、会報、総会で意見交換

を行う。 

３．川の文化の発展に貢献できることを発信する。 

 

２ 平成１9年度事業計画 

１）総 会 

会員が集合し、直接意見交換、討論する機会として、年に１回実施する。平成１８

年度は、今回の意見交換で出されたご意見を基に、会として青森の川の文化発展に

寄与できるテーマを探り、会報、ホームページを通して会員に周知し、それに各人

が、それぞれの活動により深められた論点を持って意見交換ができるような場を提

供したいと考えている。 

 

２）活 動 

川の文化の発展に貢献するため、一般の方々への当会の認知、PR を兼ねて活動を実

施する。 

Ⅰ．サークル活動 

  ・堤川を愛する会（青森市） 

・親しめる川づくりサークル（土淵川せせらぎフェスタ）（弘前市） 

・ジョイリバーおいらせ（十和田市） 

・サークル「母なる川」（五所川原市） 

Ⅱ．青森の川の文化発展に寄与できるテーマで河川文化講演会の開催を予定 

Ⅲ．野辺地川源流に柱建立を予定しています 

Ⅳ．奥入瀬渓流蔦川清掃活動 

Ⅴ．イワナの産卵場所周辺環境づくり（河川整備基金助成金） 

    Ⅵ．設立 10 周年記念視察旅行の実施 

３）会報の発行 

年１回程度会員に情報を配信する。 

 

４）情報の発信 

インターネットホームページの内容向上、E-Mail の交換により、会員同士の情報交

換、一般の方々への情報発信を行い、川の文化の発展に寄与して行く。 

ホームページの改訂を適宜行い、会員に最新の情報が伝達されるとともに、一般の

方々が気軽にアクセスできるようにしたい。会員のみなさんからの積極的なアクセ

ス、投稿をお願いします。 


